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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，ワーク・ライフ・バランス支援制度が従業員の仕事と生活における
アイデンティティ形成に及ぼす影響について明らかにすることにあった。 研究の結果から，人材マネジメント
およびワーク・ライフ・バランス言説の影響のもとで，管理制度と共に理解される従業員のアイデンティティ形
成を捉える理論的枠組みが提示された。また，そうした枠組みに基づいた経験的研究によって，従業員は人材と
しての自分と生活者としての自分を併せもつアイデンティティを形成していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to determine the impact of work-life balance practices on 
employees' identity formation at work and in life. The study provides a theoretical framework for 
analyzing employees' identity formation as understood through managerial institutions under the 
influence of human resource management and work-life balance discourse. Based on this framework, 
Empirical research revealed that employees form their identities as human resources and people.

研究分野：人的資源管理

キーワード： ワーク・ライフ・バランス　アイデンティティ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，ワーク・ライフ・バランス支援制度によって形成される従業員のアイデンティティの多
様性を示すことで，既存の人材マネジメント研究における人間観に対する新たな知見を提示した点にある。ま
た，社会的意義に関しては，仕事と生活のアイデンティティ間の葛藤とその折り合いのつけ方の具体例を示し，
そうした葛藤を抱えた従業員に対する新たなマネジメントの可能性を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本企業の従業員の管理は，日本的経営における三種の神器（終身雇用，年功制賃金，企業別
労働組合）によって特徴づけられていた。それらは会社人間を形成するのに抜群の成功を収めた
管理方式であるとされる（田尾, 1998）。会社人間とは，生活時間に占める労働時間の比率が高
く，会社での仕事・人間関係・昇進・収入などに関心をもち，会社からの要請を何よりも優先さ
せることに特徴をもつ存在である（熊沢, 1994）。そうした特徴から，会社人間は社員としての
成員性を強く自覚し，会社という共同体に過度に従属したアイデンティティを形成していった。 
 しかし，過労死の社会問題化や非正規労働の増加などを背景として年間実労働時間は減少傾
向にあり，かつての会社人間としての働き方も見直されつつある。近年では，政府の主導により
仕事と生活の調和を意味するワーク・ライフ・バランス（Work-Life Balance：以下，WLB）が
推進され，各企業は育児・介護休業の取得を奨励し，フレックスタイム制や在宅勤務などを積極
的に導入している。これらの一連の取り組みによって，企業は従業員の私生活への対応を迫られ
ることになる。今や従業員の管理における最大の課題は，そうした私生活の部分も含めた「生活
人」（松山, 2014）としての従業員をいかに管理していくのかである。その際に留意すべきは，
仕事と生活の両面から構成される従業員のアイデンティティである。社員としての強い自覚を
もった会社人間を前提にできなくなった昨今では，従業員が私生活を含めた自分自身をどのよ
うに捉えるのかによって，彼らの仕事における働きぶりが決定づけられるようになる。ゆえに，
そうした従業員を適切に管理するためには，彼ら／彼女らのアイデンティティを正確に把握す
ることが不可欠となる。 
 これまでの経営学におけるアイデンティティ研究では，仕事の側面に関する従業員のアイデ
ンティティ形成に分析の焦点が置かれてきた。例えば，人事評価制度における評価とフィードバ
ックを通じて自らの優秀さを自覚していくコンサルタントの分析（Alvesson & Kärreman, 
2007），ヘイシステムと呼ばれる職務評価計画の導入を通じて客観的な数値を絶対視するように
なる政府職員の分析（Quaid, 1993），などである。申請者も，基幹的業務を任されるようになっ
たプロジェクト・メンバーに引け目を感じ，自らの社内における立場の重要性を強調するように
なる従業員（櫻井・浦野, 2014）や，経営統合に伴って新たに導入された成果主義的人事制度の
もとで総合職へと一元化された販売員と事務員（櫻井, 2015）などの分析を行ってきた。これら
の分析は，様々な人事施策の導入を通じて従業員が葛藤を抱えながらも経営者志向／労働者志
向のアイデンティティを形成していくことを示した。しかし，これらの分析が取り上げた施策は，
従業員の私的領域への影響が相対的に少ないものに限定されている。それは，これまでの研究が
所属組織における仕事のアイデンティティのみを分析の対象としていることに起因している。
従業員の私的領域が明示的に取り上げられてこなかったために，それを捉える理論的枠組みが
確立されていないのである。 
 近年の日本企業における WLB支援制度の導入は，従業員に対して仕事と生活の関係性を強く
自覚させる契機となる。こうした取り組みの下で形成される従業員のアイデンティティを捉え
るためには，仕事におけるアイデンティティだけを対象としていては限界がある。幸いにも，近
年の社会学では，近代における自己アイデンティティ（Giddens, 1991）のように個人における
物語としてアイデンティティを捉える視点も提示されている。こうした視点に立脚すれば，従業
員の「語り」の中から仕事と生活の両方のアイデンティティを捉えることが可能となり，従業員
が仕事と生活それぞれにおけるアイデンティティに関してどのように折り合いをつけているの
かを検討することができる。 
 
２．研究の目的 
 以上の問題意識から，本研究では，WLB支援制度が従業員の仕事と生活におけるアイデンテ
ィティ形成に及ぼす影響について検討することを目的とした。この研究目的に即して，本研究で
は，①WLB支援制度と従業員のアイデンティティ形成の関係についての理論的研究と，②WLB
支援制度を導入した企業や自治体を対象とした経験的研究を同時並行で実施した。 
 
３．研究の方法 
 第 1に，理論的研究に関しては，WLB支援制度と従業員のアイデンティティ形成の関係を捉
えるための理論的枠組みの構築を試みた。具体的には，Critical Management Studies（以下，
CMS）と呼ばれる研究群を手掛かりとした。CMS とは，イデオロギー（ideologies），制度
（institutions），利害（interests），アイデンティティ（identities）からなる 4 つの I を批判的
に探求し，既存の支配構造とそれがもたらす帰結を捉えて，それらの変容を促そうとする視座で
ある（Alvesson, 2008; Alvesson et al., 2009）。この CMS に立脚した先行研究のうち，特にア
イデンティティを捉えるための枠組みに焦点化した研究である Alvesson and Willmott（2002）
や Watson（2008）らによる枠組みを参照しつつ，制度が従業員のアイデンティティ形成に及ぼ
す影響のメカニズムについて考察した。そして，かつての日本的経営に加えて人材マネジメント
と WLB が混淆した言説の影響を踏まえ，WLB支援制度が従業員の仕事と生活それぞれにおけ



 

 

るアイデンティティ・ワークに対して及ぼす影響についての理論的枠組みを構築した。 
 第 2に，経験的研究に関しては，企業や自治体における WLB支援制度の導入事例を対象とし
た定性的調査を実施した。具体的には，4 年間の研究期間において，トヨタ自動車株式会社にお
ける働き方変革の事例（櫻井・渡邉, 2018），北九州市役所におけるイクボス実践の事例（櫻井・
小江, 2019），α社の生産計画部署における WLB の取り組みの事例（櫻井・渡邉, 2019），Z市
役所におけるイクボス育成・表彰の事例（櫻井, 2021），Z市役所における男性職員の育児休業取
得の事例（櫻井・小江, 2020），トヨタ紡織における女性専用生産工程の導入事例（櫻井・小江・
渡邉, 2020），について調査を行なった。各調査の際には，調査対象者に対して事前に質問項目
を配布した上で，半構造化インタビューを行った。事例を作成する際には，調査の際に入手した
内部資料も参照した。調査によって得られた音声データは，テキスト化して分析した。分析の際
には，QDA ソフトウェアである NVivo および MAXQDA を用いて，テキストデータのコーデ
ィングを行なった。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は，WLB支援制度が従業員の仕事と生活におけるアイデンティティ形成に及ぼ
す影響について，（1）結果として形成される従業員のアイデンティティの多様性，および（2）
仕事と生活のアイデンティティ間の折り合いのつけ方，の提示を試みた点にある。 
 
（1）結果として形成される従業員のアイデンティティの多様性 
 経験的研究の結果から，WLB支援制度によって形成される従業員のアイデンティティの多様
性が明らかとなった。例えば，α社の生産計画部署における WLB の取り組みの事例では，高い
人材化志向をもった 3 名の女性従業員が，生活者として異なるアイデンティティを形成してい
た。母親としての葛藤を抱えながらもダブルバインドな状況に折り合いをつけていた A 氏に対
して，B氏・C氏は職場において積極的に生活者としての立場を表明し，自らの WLB 実現のた
めに周囲の従業員の人材化を促していた。 
 また，Z市役所におけるイクボス育成・表彰の事例では，イクボス表彰を受けた管理職は，か
つての生活者としての側面を表明してこなかった自己への内省を通じて，それとは正反対の働
き方を部下に要求していた。一方で，彼らは，職場において自らの生活者としての側面を表明す
る志向は持ち合わせておらず，あくまでも管理職として部下の生活者としての側面に配慮する
ことに徹底していた。 
 さらに，Z市役所における男性職員の育児休業取得の事例では，男性職員は，育児休業を経験
することで育児者としての視点を獲得し，それを無意識に職場へと持ち込んでいた。そして，中
堅職員として周囲からキャリアアップに対する期待を感じ，それと育児者としての立場との間
のジレンマを感じつつも，意識的に職場におけるロールモデルとなることを志向するようにな
った。 
 以上のように，WLB支援制度によって形成される従業員のアイデンティティは，決して一様
なものではない。同様のコンテクストにあった事例においてすら，異なるアイデンティティが形
成されていることも明らかとなった。 
 
（2）仕事と生活のアイデンティティ間の折り合いのつけ方 
 既述のように，WLB支援制度によって多様な従業員のアイデンティティが形成される。他方
で，その影響のメカニズムにおいては，共通する部分も見出せる。それは，職場における WLB
言説の利用によって，職場において自らの生活者としての側面を正当化することである。WLB
の取り組みの事例は，それぞれの職場における人材化の促進を前提としたものであった。従業員
は，人材としての自分と生活者としての自分との間の葛藤を抱えつつも，WLB言説を利用する
ことで双方のアイデンティティ形成に折り合いをつけていた。 
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